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県労連第2回人事委員会要請
11,426筆の要請署名を提出！切実な現場の思いを受止め、実態に即した勧告を

公民較差解消はすべての世代へ余すことなく配分を！再任用職員を一時金引き上げの対象に！
県労連は9月20日、今期2回目となる県人事委員会交渉を行い、政金議長は11,426筆に達した「2019年勧告期の要求実現署名」を手交しました。

政金県労連議長は「職員の意欲が出るよう職場の実態を踏まえ、神奈川らしい勧告をお願いしたい。較差は全世代に余すことなく配分を。一時金については期末手当の引き上げを。また、再任用職員を一時金の支給対象から除外しないよう求める。住居手当は神奈川の実態も踏まえた検討を。働き方改革については職場に実感がない。月45時間が順守できるよう人員増を含めた実効性のある勧告を。行ってほしい。」との発言がありました。
交渉参加者の発言（要旨）

〇住居手当について人事院の勧告があった。人事院は住居手当の原資の中でマイナスを作り、上乗せするという方法だが、神奈川においては従来、全体の原資で上乗せする方法で、今回の人事院勧告とは異なる。これまでの労使交渉の経緯を尊重し、処方の異なる国に追随しないよう求める。
〇一時金について、この間は勤勉手当に上乗せされてきた。これでは育児・介護を担う職員は引上げを実感
できない。少子高齢化社会では育児・介護は重要だ。発想を転換し、育児・介護を担う職員に優しい神奈川県となるような勧告を。
〇再任用職員の一時金について、国や他県は短時間が多く、神奈川はフルタイムが基本だ。労働実態が異なる国に追随して一時金の支給対象から除外することは再任用職員のモチベーションを著しく損なう。再任用職員は現役時代と同様の仕事をしたうえで、中堅層が少ない中で、若年層の人材育成を担っている。こうした神奈川の実態を踏まえた勧告とすべき。
〇人事委員会勧告の基礎となる民間企業との職務対応について、若年層部分では神奈川は国や他県と異なり、低い職位との比較をしており、結果として若年層の給与を引き下げている。東京の隣接県として、同じ公務や民間と比較して低い給与水準では人材確保はできない。採用辞退、若年退職者の実態を踏まえて、早急な見直しを求める。
〇再任用職員は勤勉手当相当分が払われていない。一方で人事評価は行われている。人事評価結果の反映がないということだ。検討いただきたい。
〇給与の総合的見直しに係る現給保障が廃止された。対象者のほとんどが高齢層だ。高齢層の働き甲斐を維持できる配分を求める。
〇再任用職員の一時金については、働き方に実態を踏まえて支給対象とすること。
〇再任用職員は今年度から格付けが引き下げられ、収入が減っている。モチベーションを維持するためにも一時金を引き上げること。
〇技術職の人材確保が困難になっている。採用がない中で、逆に若年退職者が増えている。そうした状況を踏まえた人材確保策を示してほしい。
〇働き方改革のためには人員増が不可欠。不払い残業が依然として無くならない。時間外を入力させない職場もある。労働基準監督署としての機能発揮を。
〇教員は子どもと向き合う時間が取れない。子どもたちも気を使って先生への相談も躊躇している。働き方改革が実感できる勧告を。
〇「女性活躍」と言われるが、県が民間の手本となるように子育てを応援しているか疑問。この数年人事委員会は「調査・検討」としているが、今年こそ、その結果を示していただきたい。

〇働き方改革では、業務量は減らず、声かけだけ。一歩踏み込んだ勧告・報告を。

2020年度自治労県職労基本要求職場討議案①
Ⅰ　生活条件の改善について
１　基本賃金について　
（１）すべての年代において、賃金・一時金を改善すること。
（２）初任給を抜本的に見直すとともに、若年層の賃金改善を行うこと。
（３）50歳台後半層の昇給・昇格のさらなる抑制を行わないこと。
（４）号給追加を行うこと。
２　諸手当について
（１）子に係る扶養手当を増額すること。
（２）災害時等の迂回通勤に係る実費を弁償できるよう、早期に制度を確立すること。
３　諸制度の充実について
（１）子の看護休暇の看護対象を拡大し「家族看護休暇」とすること。
（２）臨時的任用職員、非常勤職員の療養休暇を全期間有給化とすること。
（３）退勤時の特別休暇制度を全職員に適用すること。また、台風や大雪の状況に応じて職員が安全に帰宅できるよう運用基準を設けること。
（４）介護のための短時間勤務制度及び部分休業制度を導入すること。
（５）介護のためにやむを得ず退職した職員を対象とした復職制度を創設すること。
（６）警報発令時等の緊急呼出しについては、自宅出発時から勤務時間とすること。
Ⅱ　健康で働き続けられる労働条件の確立について
１　過重労働の撲滅について
（１）過労死水準である月80時間以上の時間外勤務を解消するための具体的な方策を策定すること。
（２）年間360時間、1か月45時間が限度時間であることを管理監督者に徹底すること。
（３）月45時間の限度時間を超えて時間外勤務を命じなければならない特別な事情が予想される場合は、事前に自治労県職労と協議し、同意を得ること。
（４）時間外勤務が月45時間を超えた場合及び月100時間以上となった場合は、「労使協議」においてその状況と理由を明確にし、対策を協議すること。
（５）適切な労働時間管理のためにタイムカード・ＩＣカードの導入を検討すること。
（６）直接県民対応する窓口職場は、県民対応が勤務時間外に及ばないよう、窓口時間を設定すること。
（７）36協定の届出を行っている所属について、協定届の内容と在庁時間の実態を明らかにすること。
（８）時間外勤務予算の削減や配当の抑制を行わないこと。また、必要な時間外労働手当・休日労働手当財源を確保し、時間外労働・休日労働への不払いを撲滅すること。
（９）過重労働対策として、産業医を活用すること。
２　内部管理業務の抜本的改革について
（１）直接県民サービスとかかわりのない内部管理業務の抜本的な見直しを全庁的に行い、管理監督者に徹底すること。
（２）予算編成における財政当局の一件審査の対象は、政策レビュー事業など県政全般にとって重要な事業に限り、その他の事業は各局での編成に任せるなど、予算編成方式を抜本的に見直し、庁内分権を進めること。
（３）予算編成作業は時間内に行うことや資料作成は必要最低限にするなど、財政当局は職員が負担する労力・時間はコストであるという意識を常に持ち、予算編成に係る作業内容を組合と協議した上で明文化すること。
（４）議会及び議員からの質問や照会について、「働き方改革」の観点からルール化するよう議会との調整を行うこと。
（５）いわゆる「調査もの」について、安易に類似の調査を行わないよう時期や内容の重複を避けるよう関係部署に徹底するとともに、既存の調査結果を共有するなど、効率化を図ること。
（６）各省庁等に対して、安易な類似の調査や回答期限の短い調査手法を是正するよう申し入れること。
（７）経理事務について、職員に過重な負担を強い、効率的な事務執行の妨げとなっている「厳格な執行」を「適正かつ合理的な執行」に是正すること。必要な制度改正を国に働きかけること。
３　人員について
（１）常態的な超勤職場には、適正な人員配置を行うこと。
（２）欠員は正規職員をもって早急に解消すること。また、再任用ポストに欠員が生じた場合には、早急に補充すること。
（３）短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている所属においては必要な人員配置を行うこと。
（４）メンタルヘルス不全による療養休暇、休職については、当事者の着実な復職支援、周囲の職員の負担軽減の観点から常勤職員を充てること。当面、休職明けの一定期間については臨任職員を継続配置すること。
（５）職業訓練指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、2020年度以降も採用を拡大すること。
（６）児童相談所の福祉職員の過重労働を解消し、子どもの命と権利を守ることができるよう、抜本的な人員体制の確立を求める。また、生活保護受給世帯数の増加に伴う体制強化として、経理担当も含めて生活保護担当職員の増員を行うこと。
（７） 県税事務所や保健福祉事務所は、再編統合に伴い業務量が増加しており、過重労働を回避し、業務に支障が生じないよう必要な人員配置を行うこと。
マイナンバーカードを作るか、作らないかは個人の自由な判断！

　9月24日付で、地共済県支部事務長名で各所属長あてに「地方公務員等のマイナンバーカードの一斉取得の推進に向けた「個人番号カード交付申請書　兼　電子証明書発行申請書」等の配付について（依頼）」が発出されました。
　一部のマスコミでは、あたかも「公務員は義務」かのような報道がされていますが、「強制されるものではなく、個人の判断」であることは自治労本部が総務省に確認を取っています。
　万一、管理監督者等から強制とおぼしき言動を受けた場合は、パワハラの疑いもありますので、自治労県職労まで一報ください。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































